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令和７年度　下切歩道橋耐震補強工事
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施工場所 
 
      
金  額                  円 内消費税相当額         円 

理       由 
 

概       要 
 

特 記 仕 様 書 
 

１．一般事項 

（１）受注者は、工事請負契約書、可児市建設工事共通仕様書及び特記仕様書に基づき施工す

るものとする。なお、特記仕様書は共通仕様書に優先する。 

（２）受注者は、本工事が「可児市工事品質証明実施要領」の対象となる場合、要領に基づき

品質の証明を実施しなければならない。 

（３）提出・提示書類は別添「可児市建設工事における取扱い書類一覧表」に基づき実施する

ものとする。また、工事打合簿（指示、協議、承諾は除く）、材料確認簿、夜間・休日

作業届けの書類を提出する場合は、所定の様式に基づき、電子メールにて提出するもの

とし、書面には署名または押印する必要はないものとする。これらに定めのない事項に

ついては、監督員と協議する。 

 

２．建設副産物有効利用及び適正処理について 

（１）受注者は、建設副産物を排出するにあたっては、建設リサイクル法を遵守するとともに、

「岐阜県建設副産物有効利用及び適正処理実施要綱」により、適切に実施すること。 

（２）建設発生土については、工事間流用とし、流用先は監督員が指示する。都合により工事

間流用ができなくなった場合は、別途協議する。また受注者の都合により処分場を変更

する時は監督員に報告するものとする。なお、「岐阜県埋立て等の規制に関する条例」

及び「岐阜県建設発生土管理基準」に基づき適正な利用の推進を図ること。 

令和７年度 下切歩道橋耐震補強工事 

可児市 下切 地内 

          

下切歩道橋の耐震性能調査を行い、落橋防止システムの設置・橋脚補強が必要であるた

め、工事を行う。 

下切歩道橋 橋長 L=36.5ｍ 
 
根巻コンクリート撤去工  一式 
根巻コンクリート設置工  一式 
中詰コンクリート工     一式 
既設排水管撤去・新設工  一式 
落橋防止装置工      一式 
足場工          一式 
交通規制工        一式 



 
３．使用材料 

（１）生コンクリートについて 

    本工事に使用するコンクリートの水セメント比は、鉄筋コンクリート（24Ｎ/㎟以上）に

ついては 55％以下、無筋コンクリート及び鉄筋コンクリート（21Ｎ/㎟以下）について

は 60％以下、均しコンクリートについては 60％程度とし、品質を証明する書類を提出し

て、事前に監督員の許可を得ること。 

 

４．工事施工について 

（１）受注者は、工事着手に先立ち、現場付近の地元住民等に対する周知、説明、説得等を行

い、トラブルの生じないよう努めること。 

（２）工事による既設構造物の破損については、未然に防止するよう予め十分調査をし、また、

支障を及ぼさないよう相当の防護工を施工しなければならない。なお、誤って損傷を与

えた場合は、受注者の責任において復旧しなければならない。調査に際しては、記録保

存の必要を認めた場合は写真撮影、測量等を行わなければならない。 

 

５．工事保険について 

   本工事において、発注者、受注者及び全下請人を被保険者として、工事着手から工事目

的物の引渡しまでの期間について、賠償責任保険（保険対象：第三者に与えた損害）及び

工事保険（保険対象：工事目的物、工事材料及び仮設物等）に加入するものとする。 

 

６．ワンデーレスポンスの取組について 

（１）この工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事である。 

   「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議、報告、承諾願、立会願等への回

答は、基本的に「その日のうち」に回答するよう対応することである。ただし、即日回

答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と協議のうえ、回答期限を設

けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。 

（２）実施にあたっては、「可児市工事監督におけるワンデーレスポンス実施要領」に基づき実

施する。 

（３）受注者は工事施工中において、問題が発生した場合や計画工程と実施行程を比較照査 

し、差異が生じた場合は速やかに監督員へ報告すること。 

（４）受注者は、施工計画書に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら、

施工するものとする。 

 

７．電子納品について 

  「岐阜県電子納品要領」等に基づき、電子納品を行うこと。なお、電子納品の内容につい

ては、監督員と事前に協議し、決定すること。 

 

８．暴力団等による不当介入における通報義務について 

（１）受注者は、契約の履行に当たって、暴力団又は暴力団員等から、事実関係及び社会通念

等に照らして合理的な理由が認められない不当若しくは違法な要求又は契約の適正な

履行を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報するとともに、可児市が行う契約からの

暴力団排除に関する措置要綱（平成２２年可児市訓令甲第４７号）に定める様式第９号

により可児市に報告しなければならない。なお、通報・報告がない場合は、可児市建設

工事請負契約に係る指名停止措置要領に基づき、指名停止等の措置を行うことがある。 

（２）受注者は、暴力団又は暴力団員等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に工

事等を完了することができないときは、発注者に履行期間の延長変更を請求することが

できる。 

 

 



 

９.現場代理人の兼務について 

現場代理人は、工事請負契約約款第１０条第２項の規定により、契約工期内の現場常駐

が義務付けられているが、契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等

が開始されるまでの期間や、工事の全部の施工を一時中止している期間については、監督

員との連絡体制を確保した上で、常駐義務を緩和するものとする。 

また、以下の条件を全て満たす場合に、他工事の現場代理人を兼務することができる。 

1. 他工事は、可児市発注の建設工事で、工事現場が市内であること。 

2. 他工事においても、本工事と同様に現場代理人の兼務を認めていること。 

3. 兼務を行う工事の総数が、本工事を含めて３件までであること。 

4. 兼務を行う工事の請負代金額の合計が４，０００万円未満であること。 

5. 発注者又は監督員が求めた場合には、工事現場に速やかに向かう等の対応ができるこ

と。 

なお、工事現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がある場合、及び、発注者

との連絡体制が確保されていないと監督員が認めた場合は、兼務を取り消すものとする。 

現場代理人が兼務となった場合は、本工事の監督員及び他工事の監督員の双方に、現場代

理人兼務届を提出しなければならない。 

 

１０.可児市公共基準点の保全について 

工事施工区域内に可児市公共基準点が設置してある場合は、基準点鋲を滅失・き損また

は、その効用に支障をきたすことのないよう充分に留意すること。施工上止むを得ず支障

となる場合は、事前に監督員に報告すること。 

 

１１．法定外の労災保険の付保 
    本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。 
 
１２. 建築物・工作物等の解体・改修工事に伴うアスベスト調査について 
    工事規模、請負金額にかかわらず事前にアスベストの使用の有無の事前調査を行うこ

と。 
    また、一定規模以上の工事は、事前調査結果を岐阜県に報告すること。 
 
１３. 統一の一斉休工の取組について 
（１）本工事は「建設現場の週休２日」の普及および浸透に向けて、週休２日制モデル工事の

適否に関わらず、土曜日の休工に努める「まんなかホリデー（中部地区統一の一斉休工）」

に取組むものとする。なお、本取組は強制的な休工や工程の調整を求めるものではない。 
（２）休工とは、現場事務所での事務作業を含め１日を通して現場や現場事務所が閉所されて

いる状態をいう。（巡回パトロールや保守点検等現場管理上必要な作業を行う場合を除

く） 
 
１４. 週休２日制モデル工事実施について 

本工事において受注者が週休２日に取り組むことを希望する場合は、「可児市発注の週

休２日制モデル工事実施要領（土木工事）」に基づき実施すること。 
 
１５．その他  

（１）施工に先立ち、現況縦横断図を作成し、既設縦横断の修正を行い現場施工に反映させる

こと。なお、現況縦横断図及び計画縦横断図を測定した結果記録は報告書作成の上、監

督員に提出すること。また、計画縦横断図の作成に当たり、計画横断図を優先した計画

縦断図とすること。その場合において、左右端部の舗装高さはできるだけ同一高さにな

るよう計画すること。 

（２）施工に先立ち、設計精査、確認を行い舗装面積展開図・計算書・区画線図面を監督員に

提出すること。なお、既存の街渠桝及びマンホールの高さを測量し、図面へ反映させる

こと。 

（３）受注者は、ｸﾗｯｸｼｰﾄ施工計画図・打替え工施工計画図を作成し、協議すること。なお、打

替え工施工部については、打替えの必要性のわかる写真等を添付すること。切削後計画



図に基づき、現地確認後、決定する。 
（４）協議、指示、承諾を受けた舗装展開図、縦断計画図の数値は、設計値となるので、これ

に基づき出来形管理及び品質管理等を行うこと。 

（５）舗装コアの採取については、アスファルト舗装施工後、各層ごとにコア採取を実施し、

監督員立ち会いのもと、舗装厚さの確認を下検査にて実施すること。 

   なお、検査コアの密度試験は公的機関で測定し、管理コアの測定は公的機関又はプラン

ト試験室で行うものとする。公的機関で密度測定した場合は、完成検査時の品質検査は

省略できるものとする。 

（６）塗装前に起工測量を実施し、設計精査、確認を行い塗装面積照査計算書を監督員に提出

すること。また、足場設置前に足場構造計算書を作成し、足場設置図面と共に提出するこ

と。 
（７）起工測量を実施後、鋼材の腐食が著しく、鋼材の異常（腐食膨張、貫通等）が発見され

た場合においては、異常箇所における詳細な調査を実施し、腐食状況等を確認し報告する

こと。なお、報告については報告書を作成し、補修箇所・補修方法について監督員と協議

を行うこと。 
（８）塗装作業においては、被塗面温度の温度を測定し、塗料の使用上の注意に従い実施する

こと。なお、被塗面温度が塗装実施可能な温度を超えた場合においては速やかに作業を中

止すること。 
（９）塗装後の養生管理は十分に実施し、突然の降雨に対して塗装面の変状が生じないように

対策を行うこと。なお、変状が生じた場合は受注者の責任において再塗装を行うこと。 
（１０）施工中における足場の設置高さは特殊車両の通行に影響のない高さにて設置すると共

に、工事看板等による注意喚起を十分に行うこと。 
（１１）塗装後の注意喚起を十分に行い、利用者への塗装の付着防止のための対策は請負者の

責任において講じなければならない。なお、塗料付着時における当事者への費用弁償のた

めの費用については請負者の負担とする。 
（１２）工事用地の借用は発注者と協議して請負者において確保すること。また、それにかか

る経費は請負者の負担とする。 
（１３）現場精査等により、車道規制が必要な場合には、協議の上、必要な誘導員及び工事予

告看板を配置すること。 
（１４）事前の塗膜調査により、基準値を超える鉛が確認された為、剥離（ケレン）片を特定

有害物質として取扱う必要がある。施工時には外部に飛散のないよう十分注意すること。 
（１５）塗替塗装時、歩道橋に損傷等の異常を発見した場合は、直ぐに監督員へ報告すること。 
（１６）鉛中毒予防規則等を順守して装備や作業環境を整えること。 
（１７）工事で発生した塗膜くず等について、発注者と共に指定箇所まで運搬をすること。 

 



工事名

施工条件
明示項目 明示事項 制約条件等

工 程 Ａ．工種（ ）

Ｂ．期間（ ～ ）

Ａ．工種（ ）

Ｂ．期間（ ～ ）

Ａ．協議済機関及び内容（ ）

Ｂ．未協議機関及び内容（ ）

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　　

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　

Ａ．協議済内容( ）

Ｂ．未協議内容( ）

８．施工時期 Ａ. 施工時期（　 ）

９．その他 Ａ．その他（ ）

用 地 Ａ．区間(No. ～ No. ）

Ｂ．着工見込時期( ）

Ｃ．内容（ ）

Ａ．場所（ ）

Ｂ．処理の見込み時期( ）

Ｃ．未買収地への立ち入り可否( ）

Ａ．官有地

Ｂ．民有地

Ｃ．その他（ ）

Ｄ．別途協議

４．その他 Ａ．その他（ ）

公 害 対 策 Ａ．騒音（ ）

Ｂ．振動（ ）

Ｃ．水質（ ）

Ｄ．その他（ ）

２．事業損失防止に関する調査あり Ａ．調査の項目( ）

３．環境影響調査あり Ａ．生物・植物調査あり

４．土壌汚染対策法に関する届出
Ａ．発注者による含有調査( 含有の有・無　 ）

Ｂ．受注者による含有調査

Ｃ．調査結果の報告(一定規模以上)

Ａ．フロン回収あり

Ｂ．その他（ ）

安 全 対 策 Ａ．全面通行止め

Ｂ．片側通行止め

Ｃ．時間制限あり（ ）

Ａ．迂回路あり

Ｂ．仮設歩道必要

Ａ．区間(　　 ）配置人員 人/日
Ｂ．区間(No. ）配置人員 人/日
Ｃ．区間(No. ～ ）配置人員 人/日
Ｄ．交替要員あり

Ａ．工法制限あり（ ）

Ｂ．作業時間制限あり( ）

Ａ．協議済内容( ）

Ｂ．未協議内容( ）

６．その他 Ａ．その他（ ）

工 事 用 道 路 Ａ．搬入経路指定あり

Ｂ．時間帯制限あり

Ａ．一般交通供用あり

Ｂ．安全施設必要（ ）

Ｃ．路面工（ ）

Ｄ．工事完了後存続又は撤去（ ）

Ｅ．構造（ ）

Ｆ．用地（借地）

Ｇ．用地（公用地）

Ｈ．用地（その他）

３．その他 Ａ．その他（ ）

指 定 仮 設 備 １．仮設物の指定又は一部指定あり Ａ．工種（ ）

Ａ．工種（ ）

Ｂ．内容（ ）

３．その他 Ａ．その他（ ）

２．仮設構造物の転用、兼用あり

１．一般道路（搬入路）の使用制限

２．仮設道路の設置条件あり

４．鉄道等の近接作業制限あり

５．バス路線（運行者との協議）

３．交通整理員

2

１．交通規制あり

全区画

２．通学路あり

Ａ．届出済（3,000㎡以上の土地の形質の変更、工事着手30日前まで）

６．その他

５．石綿含有に関する事前調査

１．用地補償物件撤去まで着工制限あり

１．施工方法の制限あり

７．文化財協議（文化財課）

２．工事用地の未買収

３．仮設ヤードの有無

特記仕様書
（条件明示）

令和７年度　下切歩道橋耐震補強工事

下記項目、事項のうちレ印該当欄は、工事施工にあたって制約等をうけることになるので明示する。

なお、明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、市と協議し適切な処置を講ずる
ものとする。

１．関連する別途発注工事あり

２．他機関協議による工程条件あり

５．建築確認

６．河川区域、保全区域内作業あり

３．他機関との協議状況

４．占用許可状況（　　　　）



明示項目 明示事項 制約条件等

Ａ．運搬距離（ km ）

１．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．投棄料計上あり

［場所が未確定］ Ｃ．整地（押土、敷均、締固等）必要

Ｄ．整地（押土）必要

Ａ．盛土、埋戻

２．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．ストックヤード利用あり（ ）

［自工事へ流用］ Ｃ．仮置場必要（ ）

Ｄ．運搬距離（ km ）

Ｅ．仮置場の用地借上費計上あり

Ａ．場所（ ）

Ｂ．盛土、埋戻

Ｃ．整地（押土、敷き均し、転圧）あり

３．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

［他工事へ流用、または処分地指定］ Ｅ．仮置場必要（ ）

Ｆ．運搬距離（ km ）

Ｇ．仮置場の用地借上費計上あり

Ｈ．処分料計上あり

Ａ．他工事名（ ）

Ｂ．請負者運搬あり（運搬距離 km ）

４．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｃ．盛土、埋め戻し

［他工事からの流用］ Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

建 設 発 生 土 Ｅ．仮置場必要（ ）

建 設 （ 産 業 ） 廃 棄 物 Ｆ．仮置場の用地借上費計上あり

関 係 Ａ．種類（ ）

５．産業廃棄物の処理条件あり Ｂ．場所（ ）

[特別管理産業廃棄物］ Ｃ．中間処理施設までの運搬距離（ km ）

Ｄ．処理費計上あり

Ａ．槽内洗浄必要

Ｂ．可児市環境課と打合せの必要あり

Ａ．産業廃棄物管理票（マニフェスト）

７．「岐阜県建設副産物有効利用及び適正処理実
　　施要綱」に基づく提出・提示書類あり Ｃ．コブリス

Ｄ．廃棄物処理委託契約、許可書

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
工 事 支 障 物 件 Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．管理者による高さ調整 （ ）
Ｂ．請負者による高さ調整 （ ）
Ａ．移設時期 （ ）
Ｂ．移設時期 （別途協議）

８．その他 Ａ．その他（ ）

１．濁水、湧水処理条件あり Ａ．方法（ ）

２．その他 Ａ．その他（ ）

Ａ．ＲＣ

Ｂ．アスファルト再生合材（30％再生）

Ｃ．アスファルト再生合材（100％再生）

Ｅ．

２．その他 Ａ．その他（ ）

Ａ．品名（ ）

Ｂ．納入場所( ）

Ａ．品名（ ）

Ｂ．引渡し場所( ）

Ａ．仮設費（ ）

Ｂ．安全費（ ）

Ｃ．営繕費（ ）

Ｄ．地域連携（ ）

４．「可児市工事品質証明実施要領」該当あり Ａ．品質証明員の配置あり

Ａ．範囲（ ）

Ｂ．時期（ ）

６．その他 Ａ．その他（ ）

５．部分使用

２．支給材あり

３．現場環境改善

Ｄ．再生材を使用できない場合別途協議

そ の 他

１．現場発生材あり

再 生 材 使 用
１．再生材使用指定あり

排 水 工 関 係

７．占用支障物件あり（その他）

鉛
歩道橋塗膜

６．占用支障物件あり（ﾏﾝﾎｰﾙ蓋、仕切り弁蓋等）

３．占用支障物件あり（水道）

４．占用支承物件あり（下水道）

５．占用支障物件あり（ガス）

６．浄化槽、汲み取り便槽の取壊し処分あり

２．占用支障物件あり（電話）

Ｂ．建設発生土管理状況書類及び処理地の関係図書

１．占用支障物件あり（電気）



数　量 単位 単　価 金　額 摘　　　　要

工種区分：橋梁保全工事

1    式

1    式

1    式

0.388 ｔ TJ1040

8    組 TJ0040

16    組 TJ0050

2    組 TJ1050

M48*170(2W)

ボルト

S10T TCB M22*70

ボルトナット　SS400　亜鉛メッキ

工場塗装(C-5系、D-5系)

ボルト

S10T TCB M22*80

      落橋防止装置

落橋防止装置(工場製作)SM400A　t=9,16,22mm

  工場製作

    工場製作工

内　　訳　　表

名　　　　　称

01:本工事費

可児市 1頁



数　量 単位 単　価 金　額 摘　　　　要

2    本 TJ1060

1    式

1    式 単価表(SJ0430)

1    式

1    式

4週8休(月単位)

1    式

0.300 m3 施工歩掛表(DC073005-0001)

0.300 m3 単価表(SJ0580)

鉄筋構造物、機械施工、無・昼間、低騒音・低振動
対策しない

Co(有筋)処分

      根巻コンクリート撤去工

構造物とりこわし工［標単］

    基部補強工

排水管製作工

  架設工

M8*80

      排水管改造工

内　　訳　　表

名　　　　　称

ピン　SWRM8　亜鉛メッキ

可児市 2頁



数　量 単位 単　価 金　額 摘　　　　要

4週8休(月単位)

1    式

2    m3 施工P単価表(CB240010-0002)

7    m2 施工P単価表(CB240210-0003)

0.100 ｔ 施工歩掛表(WB810010-0002)

0.060 ｔ ZC17040016

0.040 ｔ ZC17040013

112    本 単価表(SJ0630)

40    孔 施工P単価表(CB224410-0004)

コンクリート削孔（電動ハンマドリル）(施工ﾊﾟｯｹｰ
ｼﾞ)

200mm以上400mm以下

ＳＤ－３４５　　Ｄ１３mm

補修用現場スタッド溶接工

異形スタッド　φ16*120

異形棒鋼

ＳＤ－３４５　　Ｄ１６～２５mm

異形棒鋼

一般型枠、鉄筋･無筋構造物(合板円形型枠使用)

鉄筋工（市場単価）

一般構造物

コンクリート(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)

小型構造物、21-8-25高炉W/C≦60、人力打設、一般
養生、現場内小運搬有り、小型車割増無し、全ての
費用
型枠(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)

内　　訳　　表

名　　　　　称

      根巻コンクリート設置工

可児市 3頁



数　量 単位 単　価 金　額 摘　　　　要

40    本 施工P単価表(CB435940-0005)

6    kg TJ0260

2    m2 施工P単価表(CB434210-0006)

4週8休(月単位)

1    式

0.700 m3 施工P単価表(CB240010-0007)

2    ｍ 単価表(SJ0310)

1    m2 単価表(SJ0180)

11    ｍ 単価表(SJ0170)

現場すみ肉溶接

t=10mm未満

素地調整工

鋼材面用

コンクリート(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)

小型構造物、18-8-25高炉W/C≦60、人力打設、一般
養生、現場内小運搬有り、小型車割増有り、全ての
費用
補修工事ガス切断切削仕上工

全ての費用

      中詰コンクリート打設工

エポキシ樹脂系注入材

チッピング（厚２ｃｍ以下）(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)

名　　　　　称

アンカー(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)

25mmを超え40mm以下、下方向

内　　訳　　表

可児市 4頁



数　量 単位 単　価 金　額 摘　　　　要

20    kg TJ1140

24    kg TJ1150

1    式 単価表(SJ0320)

1    式

4週8休(月単位)

1    式

14    ｍ 単価表(SJ0390)

1.100 ｍ 単価表(SJ0310)

4週8休(月単位)

1    式

      新設排水管　取付工

鋼管

補修工事ガス切断切削仕上工

t=10mm未満

      撤去工

排水管撤去工

現場溶接部：F13

    既設排水管

鋼材　SM400A　t=9mm　曲げ加工

無機ジンクリッチペイントまで

現場塗装(外面)　中詰コンクリート打設工

名　　　　　称

鋼材　SM400A　t=10mm　曲げ加工

無機ジンクリッチペイントまで

内　　訳　　表

可児市 5頁



数　量 単位 単　価 金　額 摘　　　　要

4    本 施工P単価表(CB473310-0008)

16    ｍ 施工P単価表(CB473320-0009)

1    式 単価表(SJ0370)

1    式 単価表(SJ0380)

0.100 m2 単価表(SJ0180)

0.100 ｍ 単価表(SJ0170)

1    式

4週8休(月単位)

1    式

    土工　撤去・復旧

      一時撤去工

鋼材面用

現場すみ肉溶接

現場塗装　新設排水管取付

現場塗装部：F-13

素地調整工

足場有り

現場塗装　新設排水管取付

現場溶接部：F-11

コンクリートアンカーボルト設置(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)

足場有り

排水管設置(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)

内　　訳　　表

名　　　　　称

可児市 6頁



数　量 単位 単　価 金　額 摘　　　　要

7    ｍ 施工P単価表(CB430510-0010)

0.010 m3 単価表(SJ0540)

3    m2 施工P単価表(CB430310-0011)

0.100 m3 単価表(SJ0610)

4週8休(月単位)

1    式

3    m2 施工P単価表(CB410010-0013)

3    m2 施工P単価表(CB410261-0014)

1    式

    落橋防止装置工

有り、29mm以上34mm未満、再生クラッシャーラン
RC-30、全ての費用

表層（歩道部）(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)

1.4m以上、1層当り平均仕上り厚 30 mm、再生細粒
度ｱｽｺﾝ(13)、ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ PK-3、全ての費用

      復旧工

不陸整正(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版、騒音振動対策不要、無し、15cm以
下、積込有り、全ての費用

As処分

汚泥処分

舗装版破砕(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)

内　　訳　　表

名　　　　　称

舗装版切断(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版、15cm以下、全ての費用

可児市 7頁



数　量 単位 単　価 金　額 摘　　　　要

4週8休(月単位)

1    式

1    式 単価表(SJ0090)

1    式 単価表(SJ0100)

4週8休(月単位)

1    式

2    組 単価表(SJ0620)

0.800 m2 単価表(SJ0180)

16    箇所 単価表(SJ0150)

2    組 単価表(SJ0060)

鋼桁孔明工

落橋防止装置取付工

素地調整工

鋼材面用

      取付費

近接調査計測工

高力ボルト連結部：F-13

現場塗装(内面)　落橋防止装置工

高力ボルト連結部：F-13

      塗装工

現場塗装(外面)　落橋防止装置工

内　　訳　　表

名　　　　　称

可児市 8頁



数　量 単位 単　価 金　額 摘　　　　要

供用日 ZC58790100

24    本 単価表(SJ0130)

24    本 単価表(SJ0560)

11    ｍ 単価表(SJ0170)

1    式

4週8休(月単位)

1    式

掛m2 TJ0880

8    ｍ TJ0890

昇降設備

      足場工

枠組足場

    足場工

ピンテール仕上げ工

現場すみ肉溶接

騒対無/排対無/10t吊　オペレーター付

高力ボルト本締工

内　　訳　　表

名　　　　　称

ラフテレーンクレーン賃料

可児市 9頁



数　量 単位 単　価 金　額 摘　　　　要

35    m2 TJ1180

35    m2 TJ1160

35    m2 TJ1170

1    式

4週8休(月単位)

1    式

人 RW1045

4週8休(月単位)

1    式

1    台・月 ZC64001001

負圧集塵装置賃料

100V  5～7m3/min　対象：鉛

      環境対策資機材費

      交通規制工

交通誘導警備員Ｂ

    仮設工

シート張防護工

ブラスト用養生シート工

内　　訳　　表

名　　　　　称

板張防護工

可児市 10頁



数　量 単位 単　価 金　額 摘　　　　要

1    枚 ZC64010001

1    枚 ZC64020001

1    枚 ZC64040001

10    ｍ ZC64050001

10    ｍ ZC64060001

1    台・月 ZC64070001

セット ZC64080001

セット ZC64090001

真空掃除機用HEPAフィルター

真空掃除機用フィルター

鉛用

排気用ダクト

吐出側300φ

真空掃除機賃料

負圧集塵装置（5～7m3/min 対象：鉛）

吸気用ダクト

吸込側298φ

負圧集塵装置用2次フィルター

負圧集塵装置（5～7m3/min 対象：鉛）

負圧集塵装置用HEPAフィルター

名　　　　　称

負圧集塵装置用1次フィルター

負圧集塵装置（5～7m3/min 対象：鉛）

内　　訳　　表

可児市 11頁



数　量 単位 単　価 金　額 摘　　　　要

1    台 ZC64100001

1    台・月 ZC64110001

セット ZC64120001

セット ZC64130001

1    式

4週8休(月単位)

1    式

0.100 ｔ 施工P単価表(CB010420-0015)

0.100 ｔ 施工P単価表(CB010410-0016)

DID区間無し、6.0km以下

現場発生品及び支給品積込み・荷卸し(施工ﾊﾟｯｹｰ
ｼﾞ)

現場発生品及び支給品運搬(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)

    現場発生品運搬

      鉄スクラップ

エアシャワー用HEPAフィルター

エアシャワー賃料

鉛用

エアシャワー用プレフィルター

名　　　　　称

簡易セキュリティルーム

鉛用

内　　訳　　表

可児市 12頁



数　量 単位 単　価 金　額 摘　　　　要

1    式

1    式

4週8休(月単位)

1    式

4週8休(月単位)

1    式

施工地域：一般交通影響有り(2)-1、4週8休(月単位)

1    式

1    式

    共通仮設費（率計上額）

  共通仮設費計

    安全費

    技術管理費

  間接労務費

  共通仮設費

間接工事費

内　　訳　　表

名　　　　　称

直接工事費計

可児市 13頁



数　量 単位 単　価 金　額 摘　　　　要

1    式

1    式

1    式

施工地域：一般交通影響有り(2)-1、4週8休(月単位)

1    式

1    式

1    式

1    式

1    式

合計

  一般管理費等

  スクラップ評価額

    現場管理費（率計上額）

工場製作・架設工事原価

  工場管理費

  現場管理費

内　　訳　　表

名　　　　　称

純工事費

可児市 14頁



数　量 単位 単　価 金　額 摘　　　　要

総合計

内　　訳　　表

名　　　　　称

可児市 15頁



 単価表(F999300001-01)

4週8休/月単位 1 式

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

2.000 個

2.000 個

2.000 着

2.000 組

2.000 足

合　計 1.000 式

JIS T 8115　TypePB(6)準拠品
ZC64200001

JIS T 8116適合品
ZC64190001

シューズカバー

JIS T 8115 Type5,6適合品（非防水タイ
プ） ZC64180001

防護手袋

フィルタ区分　PL3
ZC64150001

使い捨て化学防護服

PAPR　国家検定：大風量形/PL3/S級
ZC64140001

呼吸用保護具用フィルター

安全費

摘　　　　要

電動ファン付き呼吸用保護具

可児市 1頁



 単価表(F999400001-01)

4週8休/月単位 1 式

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

2.000 m2

合　計 1.000 式

摘　　　　要

鉄筋探査工

下向き
単価表(SJ0200)

技術管理費

可児市 2頁



 単価表(F999900001-01)

1 式

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

0.100 ｔ

合　計 1.000 式

ヘビー　H1
TJ0920

スクラップ評価額

摘　　　　要

鉄スクラップ

可児市 3頁



 単価表(SJ0430)

1 式 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

1.000 本

1.000 本

1.000 本

1.000 本

1.000 本

1.000 本

3.000 組

1.000 組M12*40(2W)　B3
TJ0300

M12*45(2W)　B1,B2
TJ0170

ボルトナット　SS400　亜鉛メッキ

SGP125・SGP90A
TJ1120

ボルトナット　SS400　亜鉛メッキ

SGP125・SGP90A
TJ1110

排水管(P3橋脚)　D6　亜鉛メッキ

SGP125・SGP90A
TJ1100

排水管(P3橋脚)　D5　亜鉛メッキ

SGP125・SGP90A
TJ1090

排水管(P3橋脚)　D4　亜鉛メッキ

SGP125・SGP90A
TJ1080

排水管(P2橋脚)　D3　亜鉛メッキ

SGP125・SGP90A
TJ1070

排水管(P2橋脚)　D2　亜鉛メッキ

排水管製作工

摘　　　　要

排水管(P2橋脚)　D1　亜鉛メッキ

可児市 1頁



 単価表(SJ0430)

1 式 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

5.000 組

2.000 組

6.000 組

4.000 本

合　計 1.000 式

単位当り 1.000 式 　当り

M12*52(本体打込式)
TJ0390

M12*40(2W)
TJ1130

ボルトナット　SS400　亜鉛メッキ

M12*30(1W,1SW)　C1
TJ0380

ボルトナット　亜鉛メッキ

M12*40(2W)　S1
TJ0370

ボルトナット　SS400　亜鉛メッキ

摘　　　　要

ボルトナット　SS400　亜鉛メッキ

排水管製作工

可児市 2頁



 単価表(SJ0580)

4週8休/月単位 1 m3 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

2.500 ｔ

1.000 m3

合　計 1.000 m3

単位当り 1.000 m3 　当り

殻運搬(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(鉄筋)構造物とりこわし、機械積
込、DID区間無し、10.9km以下、全ての費 施工P単価表(CB227010-0001)

摘　　　　要

処分費（多治見市大沢町）

 コンクリート処理場 有筋 50*50*50以下
ZC29960001

Co(有筋)処分

可児市 3頁



 単価表(SJ0630)

4週8休/月単位 90 本 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

90.000 本

人

人

日

日

1.000 式

合　計 90.000 本

単位当り 1.000 本 　当り

X981036

MC008680

諸雑費

TJ1030

発動発電機機械損料

RW1022

スタッド施工機械

RW1024

橋りょう特殊工

Φ16*120
TJ0160

橋りょう世話役

異形スタッド　φ16*120

摘　　　　要

異形スタッド(SS400)

補修用現場スタッド溶接工

可児市 4頁



 単価表(SJ0310)

4週8休/月単位 25 ｍ 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

人

人

%

合　計 25.000 ｍ

単位当り 1.000 ｍ 　当り

諸雑費

X98P036

橋りょう特殊工

RW1022

摘　　　　要

橋りょう世話役

RW1024

補修工事ガス切断切削仕上工

t=10mm未満

可児市 5頁



 単価表(SJ0180)

4週8休/月単位 10 m2 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

人

人

人

1.000 式

合　計 10.000 m2

単位当り 1.000 m2 　当り

X981036

RW1002

諸雑費

RW1022

普通作業員

RW1024

橋りょう特殊工

鋼材面用

摘　　　　要

橋りょう世話役

素地調整工

可児市 6頁



 単価表(SJ0170)

4週8休/月単位 32 ｍ 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

人

人

1.000 式

合　計 32.000 ｍ

単位当り 1.000 ｍ 　当り

諸雑費

X981036

橋りょう特殊工

RW1022

摘　　　　要

橋りょう世話役

RW1024

現場すみ肉溶接

可児市 7頁



 単価表(SJ0320)

4週8休/月単位 1 式 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

1.000 m2

1.000 m2

1.000 m2

1.000 m2

1.000 m2

合　計 1.000 式

単位当り 1.000 式 　当り

ふっ素樹脂塗料用、横断歩道橋、上塗り、
新橋現場塗装、淡彩、弦材を有する構造以 施工歩掛表(DC072835-0007)

ふっ素樹脂塗料用、横断歩道橋、新橋現場
塗装、中塗り、淡彩、弦材を有する構造以 施工歩掛表(DC072835-0006)

新橋[継手部]現場塗装 中・上塗り［標
単］

変性エポキシ樹脂塗料（2層）、新橋現場
塗装、横断歩道橋・側道橋、弦材を有する 施工歩掛表(DC072825-0005)

新橋[継手部]現場塗装 中・上塗り［標
単］

有機ジンクリッチペイント（2層）、新橋
現場塗装、横断歩道橋・側道橋、弦材を有 施工歩掛表(DC072825-0004)

新橋[継手部]現場塗装 継手部下塗り［標
単］

ブラスト処理、無・昼間
施工歩掛表(DC072820-0003)

新橋[継手部]現場塗装 継手部下塗り［標
単］

現場溶接部：F13

摘　　　　要

新橋[継手部]現場塗装 素地調整［標単］

現場塗装(外面)　中詰コンクリート打設工

可児市 8頁



 単価表(SJ0390)

4週8休/月単位 10 ｍ 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

人

人

人

供用日

1.000 式

合　計 10.000 ｍ

単位当り 1.000 ｍ 　当り

諸雑費

X981036

トラッククレーン賃料

騒対無/排対無/油圧伸縮　4.9t吊　オペ
レーター付 ZC58720049

普通作業員

RW1002

特殊作業員

RW1001

摘　　　　要

土木一般世話役

RW1025

排水管撤去工

鋼管

可児市 9頁



 単価表(SJ0370)

4週8休/月単位 1 式 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

0.100 m2

0.100 m2

0.100 m2

合　計 1.000 式

単位当り 1.000 式 　当り

超厚膜形エポキシ樹脂塗料（2回塗り/
層）、新橋現場塗装、横断歩道橋・側道 施工歩掛表(DC072825-0008)

ふっ素樹脂塗料用上塗り
TJ0360

新橋[継手部]現場塗装 継手部下塗り［標
単］

ふっ素樹脂塗料用中塗り
TJ0350

橋梁塗装工　新橋・新橋継手部　上塗り

現場溶接部：F-11

摘　　　　要

橋梁塗装工　新橋・新橋継手部　中塗り

現場塗装　新設排水管取付

可児市 10頁



 単価表(SJ0380)

4週8休/月単位 1 式 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

0.020 m2

0.020 m2

0.020 m2

0.020 m2

0.020 m2

合　計 1.000 式

単位当り 1.000 式 　当り

新橋[継手部]現場塗装 中・上塗り［標
単］
ふっ素樹脂塗料用、横断歩道橋、上塗り、
新橋現場塗装、淡彩、弦材を有する構造以 施工歩掛表(DC072835-0007)

新橋[継手部]現場塗装 中・上塗り［標
単］
ふっ素樹脂塗料用、横断歩道橋、新橋現場
塗装、中塗り、淡彩、弦材を有する構造以 施工歩掛表(DC072835-0006)

新橋[継手部]現場塗装 継手部下塗り［標
単］
変性エポキシ樹脂塗料（2層）、新橋現場
塗装、横断歩道橋・側道橋、弦材を有する 施工歩掛表(DC072825-0005)

新橋[継手部]現場塗装 継手部下塗り［標
単］
有機ジンクリッチペイント（2層）、新橋
現場塗装、横断歩道橋・側道橋、弦材を有 施工歩掛表(DC072825-0004)

摘　　　　要

新橋[継手部]現場塗装 素地調整［標単］

ブラスト処理、無・昼間
施工歩掛表(DC072820-0003)

現場塗装　新設排水管取付

現場塗装部：F-13

可児市 11頁



 単価表(SJ0540)

4週8休/月単位 1 m3 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

1.000 m3

1.400 ｔ

合　計 1.000 m3

単位当り 1.000 m3 　当り

ZC29990008

59 km
施工歩掛表(WB232010-0009)

処理費（ベントナイト）

摘　　　　要

側溝清掃車運搬工

汚泥処分

可児市 12頁



 単価表(SJ0610)

4週8休/月単位 1 m3 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

2.350 ｔ

1.000 m3

合　計 1.000 m3

単位当り 1.000 m3 　当り

殻運搬(施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ)

舗装版破砕、機械積込(騒音対策不要,舗装
版厚15cm以下)、DID区間無し、11.5km以 施工P単価表(CB227010-0012)

摘　　　　要

処分費（多治見市大沢町）

 アスファルト処理場 塊 50*50*50以下
ZC29960004

As処分

可児市 13頁



 単価表(SJ0090)

4週8休/月単位 1 式 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

0.700 m2

0.700 m2

0.700 m2

0.700 m2

0.700 m2

合　計 1.000 式

単位当り 1.000 式 　当り

ふっ素樹脂塗料用、上塗り、新橋継手部現
場塗装、淡彩、無・昼間 施工歩掛表(DC072835-0014)

ふっ素樹脂塗料用、新橋継手部現場塗装、
中塗り、淡彩、無・昼間 施工歩掛表(DC072835-0013)

新橋[継手部]現場塗装 中・上塗り［標
単］

変性エポキシ樹脂塗料（2層）、新橋継手
部現場塗装、横断歩道橋・側道橋、弦材を 施工歩掛表(DC072825-0012)

新橋[継手部]現場塗装 中・上塗り［標
単］

有機ジンクリッチペイント（2層）、新橋
継手部現場塗装、横断歩道橋・側道橋、弦 施工歩掛表(DC072825-0011)

新橋[継手部]現場塗装 継手部下塗り［標
単］

ブラスト処理、無・昼間
施工歩掛表(DC072820-0003)

新橋[継手部]現場塗装 継手部下塗り［標
単］

高力ボルト連結部：F-13

摘　　　　要

新橋[継手部]現場塗装 素地調整［標単］

現場塗装(外面)　落橋防止装置工

可児市 14頁



 単価表(SJ0100)

4週8休/月単位 1 式 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

1.000 m2

1.000 m2

1.000 m2

合　計 1.000 式

単位当り 1.000 式 　当り

新橋[継手部]現場塗装 中・上塗り［標
単］
ふっ素樹脂塗料用、上塗り、新橋継手部現
場塗装、淡彩、無・昼間 施工歩掛表(DC072835-0014)

新橋[継手部]現場塗装 中・上塗り［標
単］
ふっ素樹脂塗料用、新橋継手部現場塗装、
中塗り、淡彩、無・昼間 施工歩掛表(DC072835-0013)

摘　　　　要

新橋[継手部]現場塗装 継手部下塗り［標
単］
超厚膜形エポキシ樹脂塗料（2回塗り/
層）、新橋継手部現場塗装、横断歩道橋・ 施工歩掛表(DC072825-0015)

現場塗装(内面)　落橋防止装置工

高力ボルト連結部：F-13

可児市 15頁



 単価表(SJ0620)

4週8休/月単位 7 組 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

人

人

人

1.000 式

合　計 7.000 組

単位当り 1.000 組 　当り

X981036

RW1022

諸雑費

RC1005

橋りょう特殊工

RC1003

技師（Ｃ）

摘　　　　要

技師（Ａ）

近接調査計測工

可児市 16頁



 単価表(SJ0150)

4週8休/月単位 80 箇所 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

人

人

人

1.000 式

合　計 80.000 箇所

単位当り 1.000 箇所 　当り

諸雑費

X981036

普通作業員

RW1002

橋りょう特殊工

RW1022

摘　　　　要

橋りょう世話役

RW1024

鋼桁孔明工

可児市 17頁



 単価表(SJ0060)

4週8休/月単位 2 組 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

人

人

人

1.000 式

合　計 2.000 組

単位当り 1.000 組 　当り

X981036

RW1002

諸雑費

RW1022

普通作業員

RW1024

橋りょう特殊工

摘　　　　要

橋りょう世話役

落橋防止装置取付工

可児市 18頁



 単価表(SJ0130)

4週8休/月単位 130 本 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

人

人

人

1.000 式

合　計 130.000 本

単位当り 1.000 本 　当り

諸雑費

X981036

普通作業員

RW1002

橋りょう特殊工

RW1022

摘　　　　要

橋りょう世話役

RW1024

高力ボルト本締工

可児市 19頁



 単価表(SJ0560)

4週8休/月単位 250 本 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

人

1.000 式

合　計 250.000 本

単位当り 1.000 本 　当り

X981036

RW1022

諸雑費

摘　　　　要

橋りょう特殊工

ピンテール仕上げ工

可児市 20頁



 単価表(SJ0200)

4週8休/月単位 18 m2 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 単　価 金　額

人

人

人

1.000 式

合　計 18.000 m2

単位当り 1.000 m2 　当り

諸雑費

X981036

技師（Ｃ）

RC1005

技師（Ｂ）

RC1004

摘　　　　要

技師（Ａ）

RC1003

鉄筋探査工

下向き

可児市 21頁



施工歩掛表(DC073005-0001)

1 m3 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 金　額

1.000 m3

1.000 m3

1.000 m3単位当り 　当り

合　計

機械施工､時間的制約 無､機･労 昼間

Q00B06020100

単　価 摘　　　　要
構造物とりこわし工[鉄筋構造物][4週8休/月単位]

構造物とりこわし工［標単］

鉄筋構造物、機械施工、無・昼間、低騒音・低振動対策しない 4週8休/月単位

可児市 1頁



施工歩掛表(WB810010-0002)

1 ｔ 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 金　額

1.000 ｔ

1.000 ｔ

1.000 ｔ単位当り 　当り

合　計

一般構造物

Q00B50010200

単　価 摘　　　　要
鉄筋加工・組立（市場単価）[4週8休/月単位]

鉄筋工（市場単価）

一般構造物 4週8休/月単位

可児市 2頁



施工歩掛表(DC072820-0003)

1 m2 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 金　額

1.000 m2

1.000 m2

1.000 m2単位当り 　当り

合　計

ブラスト処理､時間的制約 無､機･労･材 昼間

Q00B05010200

単　価 摘　　　　要
橋梁塗装工[継手部素地調整][4週8休/月単位]

新橋[継手部]現場塗装 素地調整［標単］

ブラスト処理、無・昼間 4週8休/月単位

可児市 3頁



施工歩掛表(DC072825-0004)

1 m2 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 金　額

1.000 m2

1.000 m2

1.000 m2単位当り 　当り

合　計

はけ・ローラー240g/m2×2層､時間的制約 無､機･労･材 昼間

Q00B05040100

単　価 摘　　　　要
橋梁塗装工[下塗り塗装][有機ジンクリッチペイント(2層)][4週
8休/月単位]

新橋[継手部]現場塗装 継手部下塗り［標単］

有機ジンクリッチペイント（2層）、新橋現場塗装、横断歩道橋・側道橋、弦材を有する構造以外、無・
昼間

4週8休/月単位

可児市 4頁



施工歩掛表(DC072825-0005)

1 m2 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 金　額

1.000 m2

1.000 m2

1.000 m2単位当り 　当り

合　計

はけ・ローラー200g/m2×2層､時間的制約 無､機･労･材 昼間

Q00B05060100

単　価 摘　　　　要
橋梁塗装工[下塗り塗装][変性エポキシ樹脂塗料(2層)][4週8休/
月単位]

新橋[継手部]現場塗装 継手部下塗り［標単］

変性エポキシ樹脂塗料（2層）、新橋現場塗装、横断歩道橋・側道橋、弦材を有する構造以外、無・昼間 4週8休/月単位

可児市 5頁



施工歩掛表(DC072835-0006)

1 m2 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 金　額

1.000 m2

1.000 m2

1.000 m2単位当り 　当り

合　計

はけ・ローラー140g/m2､淡系､時間的制約 無､機･労･材 昼間

Q00B05110200

単　価 摘　　　　要
橋梁塗装工[中塗り塗装][ふっ素樹脂塗料][4週8休/月単位]

新橋[継手部]現場塗装 中・上塗り［標単］

ふっ素樹脂塗料用、横断歩道橋、新橋現場塗装、中塗り、淡彩、弦材を有する構造以外、無・昼間 4週8休/月単位

可児市 6頁



施工歩掛表(DC072835-0007)

1 m2 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 金　額

1.000 m2

1.000 m2

1.000 m2単位当り 　当り

合　計

はけ・ローラー120g/m2､淡系､時間的制約 無､機･労･材 昼間

Q00B05130200

単　価 摘　　　　要
橋梁塗装工[上塗り塗装][ふっ素樹脂塗料][4週8休/月単位]

新橋[継手部]現場塗装 中・上塗り［標単］

ふっ素樹脂塗料用、横断歩道橋、上塗り、新橋現場塗装、淡彩、弦材を有する構造以外、無・昼間 4週8休/月単位

可児市 7頁



施工歩掛表(DC072825-0008)

1 m2 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 金　額

1.000 m2

1.000 m2

1.000 m2単位当り 　当り

合　計

はけ・ローラー500g/m2×2回､時間的制約 無､機･労･材 昼間

Q00B05030100

単　価 摘　　　　要
橋梁塗装工[下塗り塗装][超厚膜形エポキシ樹脂塗料(2回塗り/
層)][4週8休/月単位]

新橋[継手部]現場塗装 継手部下塗り［標単］

超厚膜形エポキシ樹脂塗料（2回塗り/層）、新橋現場塗装、横断歩道橋・側道橋、弦材を有する構造以
外、無・昼間

4週8休/月単位

可児市 8頁



施工歩掛表(WB232010-0009)

100 m3 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 金　額

人

日

100.000 m3

1.000 m3単位当り 　当り

合　計

施工歩掛表(KC116500-0010)

RW1002

側溝清掃車機械運転費【基準】

単　価 摘　　　　要
普通作業員

側溝清掃車運搬工

59 km 4週8休/月単位

可児市 9頁



施工歩掛表(KC116500-0010)

1 日 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 金　額

人

ﾘｯﾄﾙ

供用日

1.000 日

1.000 日単位当り 　当り

合　計

MC1105017090

小型ローリー

ZC19020000

側溝清掃車機械損料

RW1015

軽油

単　価 摘　　　　要
運転手（一般）

側溝清掃車機械運転費【基準】

4週8休/月単位

可児市 10頁



施工歩掛表(DC072825-0011)

1 m2 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 金　額

1.000 m2

1.000 m2

1.000 m2単位当り 　当り

合　計

はけ・ローラー240g/m2×2層､時間的制約 無､機･労･材 昼間

Q00B05040100

単　価 摘　　　　要
橋梁塗装工[下塗り塗装][有機ジンクリッチペイント(2層)][4週
8休/月単位]

新橋[継手部]現場塗装 継手部下塗り［標単］

有機ジンクリッチペイント（2層）、新橋継手部現場塗装、横断歩道橋・側道橋、弦材を有する構造以
外、無・昼間

4週8休/月単位

可児市 11頁



施工歩掛表(DC072825-0012)

1 m2 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 金　額

1.000 m2

1.000 m2

1.000 m2単位当り 　当り

合　計

はけ・ローラー200g/m2×2層､時間的制約 無､機･労･材 昼間

Q00B05060100

単　価 摘　　　　要
橋梁塗装工[下塗り塗装][変性エポキシ樹脂塗料(2層)][4週8休/
月単位]

新橋[継手部]現場塗装 継手部下塗り［標単］

変性エポキシ樹脂塗料（2層）、新橋継手部現場塗装、横断歩道橋・側道橋、弦材を有する構造以外、
無・昼間

4週8休/月単位

可児市 12頁



施工歩掛表(DC072835-0013)

1 m2 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 金　額

1.000 m2

1.000 m2

1.000 m2単位当り 　当り

合　計

はけ・ローラー140g/m2､淡系､時間的制約 無､機･労･材 昼間

Q00B05110200

単　価 摘　　　　要
橋梁塗装工[中塗り塗装][ふっ素樹脂塗料][4週8休/月単位]

新橋[継手部]現場塗装 中・上塗り［標単］

ふっ素樹脂塗料用、新橋継手部現場塗装、中塗り、淡彩、無・昼間 4週8休/月単位

可児市 13頁



施工歩掛表(DC072835-0014)

1 m2 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 金　額

1.000 m2

1.000 m2

1.000 m2単位当り 　当り

合　計

はけ・ローラー120g/m2､淡系､時間的制約 無､機･労･材 昼間

Q00B05130200

単　価 摘　　　　要
橋梁塗装工[上塗り塗装][ふっ素樹脂塗料][4週8休/月単位]

新橋[継手部]現場塗装 中・上塗り［標単］

ふっ素樹脂塗料用、上塗り、新橋継手部現場塗装、淡彩、無・昼間 4週8休/月単位

可児市 14頁



施工歩掛表(DC072825-0015)

1 m2 当り

名　　称　・　規　　格 数　量 単位 金　額

1.000 m2

1.000 m2

1.000 m2単位当り 　当り

合　計

はけ・ローラー500g/m2×2回､時間的制約 無､機･労･材 昼間

Q00B05030100

単　価 摘　　　　要
橋梁塗装工[下塗り塗装][超厚膜形エポキシ樹脂塗料(2回塗り/
層)][4週8休/月単位]

新橋[継手部]現場塗装 継手部下塗り［標単］

超厚膜形エポキシ樹脂塗料（2回塗り/層）、新橋継手部現場塗装、横断歩道橋・側道橋、弦材を有する
構造以外、無・昼間

4週8休/月単位

可児市 15頁



下切歩道橋 現況一般図（その1）

図　示

路線-河川名等

業務名/工事名

図面番号

市道 63  号線

下切 歩道橋

現況一般図（その1）

1

施工箇所名

図面の種類

縮　　　尺

会　社　名

可児市　下切　地内

可児市役所　建設部　土木課

1.図中、橋脚高については、推定値とする。

注 記）
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1968 (昭和 4 3) 年 12 月

P2側 ; 160 ﾟ00′00″  ,  P 3側 ;  95 ﾟ00′00″

跨道部 ; 11 .000  m

跨道部 ;  1. 825 m

跨道部 ;  1. 500 m

跨道部 ;  単純上路式H形鋼桁橋

鋼道路橋設計示方書（昭和39年）

上 部 工 形 式

下 部 工 形 式

適 用 示 方 書

全    幅    員

有　効　幅　員

斜          角

縦　断　勾　配

横　断　勾　配

下切横断歩道橋 竣工時設計諸元

竣　工　年　月

橋　　　　　格

支    間    長

舗          装

床          版

跨道部 ; 薄層舗装 t = 1 0 mm

跨道部 ;  鋼床版 t = 6  mm

A 1-A2橋台 ; 重力式橋台

基 礎 工 形 式

跨道部 ; Le vel

P 1～P4橋脚 ; 1本鋼管柱（下端固定上端自由）

跨道部 ; 1. 5% 放物線勾配

昇降部(A1～P2 ) ; 2径間連続中路式H形鋼桁橋

昇降部 ; 薄層舗装 t = 1 0 mm  (平均厚)

活　　荷　　重 群集荷重 ; 床組に対して 5.0  kN /㎡

　　　　　 主構に対して 3.5 k N/㎡（常　時）

　　　　　 主構に対して 1.0 k N/㎡（地震時）

A1-A2橋台 ; 直接基礎 , P 1～P4橋脚 ; 杭基礎(R C杭)

旧標準設計図集（昭和42年）

昇降部 ; 1. 500 m

昇降部(A 1～P2 ) ; 5.2 50 + 5. 700  m

昇降部(P 3～A2 ) ; 5.2 50 + 6. 150  m

昇降部(P 3～A2 ) ; 2径間連続中路式H形鋼桁橋

昇降部 ; 1. 750 m

昇降部 ;  踏み板 t = 3 .2 mm

昇降部 ;  50 .0% 直線勾配

昇降部 ; Le vel
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令和７年度　下切歩道橋耐震補強工事



下切歩道橋 現況一般図（その2）

図　示

路線-河川名等

業務名/工事名

図面番号

市道 6 3  号 線

下切  歩道橋

現 況一般 図（そ の2）

2

施工箇所名

図面の種類

縮　　　尺

会　社　名

可児市　下切　地内

可児市役所　建設部　土木課

1.図中、橋脚高及びベース形状については、推定値とする。

注 記）
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令和７年度　下切歩道橋耐震補強工事



下切歩道橋 耐震補強一般図

図　示

路線-河川名等

業務名/工事名

図面番号

市道 63  号線

下切 歩道橋

耐震補強一般図

3

施工箇所名

図面の種類

縮　　　尺

会　社　名

可児市　下切　地内

可児市役所　建設部　土木課
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落橋防止装置（追加） 落橋防止装置（追加） 落橋防止装置（追加）

落橋防止装置（追加） 落橋防止装置（追加）

令和７年度　下切歩道橋耐震補強工事



図　示 図面番号

可児市役所　建設部　土木課

9 10

φ
1
5
0

S =1/20

P1橋脚基部補強詳細図

 1 - P L  φ2 3 0  x  9 ( S M 4 0 0 A )

4

P1  橋 脚

正 面 図

P1 橋 脚

側 面 図S=1 /40 S =1/40

S=1/40

正 面 図

平 面 図 S= 1 /4 0鉄筋加工図

長さ

(m m )
符号 径

1本当りの質量

( k g / m ) ( k g )

単位質量
本数

(k g )

質量
備考

6

D 1 3

合計 kg鉄筋質量 （S D 3 4 5）

鉄筋質量表
1橋脚当り

C1

C2 D 1 3 0 . 9 9 5

kg

kg

補強アンカーC1

エポキシ樹脂充填

既設フーチング

コンクリート削孔

補強アンカー詳細図 S =1 / 10

1 2 0

φ
1
6

スタッド溶接

<現場溶接>

既設橋脚

S=1/10スタッド詳細図

新設根巻きコンクリート詳細図

下切歩道橋 P 1橋脚基部補強詳細図

下切 歩道橋

市道 63  号線

可児市　下切　地内

3
0
0

( 現場孔明け：φ15 0 )

(σ c k = 1 8 N / m m 2 )

A A

2
5
6
4

2
2

1
1
7
8

3
3
5

1
7
0

1
6
5

既設根巻きコンクリート撤去

新設根巻きコンクリート復旧

6 6

1 3 3 . 7 1 3 3 . 7

φ2 6 7 . 4

φ2 5 5 . 4

(現場孔明け：φ15 0 )

2
5
6
4

3
0
0

3
6
1

1
7
0

1
9
1

3
0
9

1
7
0
1
3
9

P1A 1 P2

S=1 /40

A -  A

平 面 図

φ2 6 7 . 4

6 6φ2 5 5 . 4

φ 4 5 0 (ベース寸法)

(σ c k = 1 8 N / m m 2 )
61 3 3 . 7 1 3 3 . 7

φ2 6 7 . 4

3
4
0

7
5

7
5

φ
1
9
0

(
孔

径
)

φ 2 8 7 . 4

10 10φ2 6 7 . 4

2 0 20

20 20

φ 2 3 0

φ 1 9 0

φ 1 5 0

φ 1 5 0

4 5 1 . 4

 1 - P L  3 4 0  x  1 0  x  4 5 2 ( S M 4 0 0 A ) <孔径:φ19 0 >

6

6

6

φ 9 5 0

1 0 0 1 0 0

3 4 1 . 3 3 4 1 . 3

φ 7 5 0

φ 2 6 7 . 4

5
5
0

1
0
0
1
7
5

1
7
5
1
0
0

2
4
0

補強アンカーC1

< D 1 6 ( S D 3 4 5 ) >

C 2 D 1 3
1 0 0 1 0 0

5
5
0

2
0
0

1
2
5

1
0
0

スタッド

<2 0 -φ 1 6 x 1 2 0 ( S S 4 0 0 ) >

チッピング

(根巻きコンクリート接触面)

φ4 5 0 (ベース寸法)

根巻きコンクリート

(σck = 2 1 N / m m 2 )

(スタッド間隔)

8  x  1 0 5 . 0  =  8 4 0 . 1

4 5
°

(補強アンカー間隔)

8  x  2 9 4 . 5  =  2 3 5 6 . 2

φ
7 7
9

1 2 2 4

1 2 2 4

4
7
0

C 2

C 1  8  -  D 1 6  x   7 2 0  ( S D 3 4 5 )

7
2
0

7
0

4
8
0

 6  -  D 1 3  x  1 7 0 0  ( S D 3 4 5 )

D 1 6 7 2 0  8 1 . 5 6

1 7 0 0

1 . 1 2  9

1 . 6 9 10

D 1 6

19

 9

10

< D 1 6 ( S D 3 4 5 ) >

1
5
-
D
 
=
 
2
4
0

φ 2 6

φ2 6 x 2 4 0

注記)

 1 .  製作及び施工に際しては、現場計測を行ない、

　 また、アンカー削孔の際には、鉄筋を損傷させないように

　 アンカー孔の配置を調整すること。

 2 .アンカー削孔は、鉄筋探査を十分に行ない、

　 事前に既設鉄筋位置を確認の上で行うこと。

 　 既設の形状を確認のうえ実施すること。

 4 .既設アンカー及びフーチングの形状は推定であるため、

　 施工時に確認を行うこと。

3
5
4

1
9
6

新設中詰めコンクリート打設孔

新設中詰めコンクリート

1
2
0
0
(
新

設
中

詰
め

コ
ン

ク
リ

ー
ト

)

新設中詰めコンクリート

新設中詰めコンクリート打設孔

1
2
0
0
(
新

設
中

詰
め

コ
ン

ク
リ

ー
ト

)

 3 .新設中詰めコンクリート打設孔の孔明けは、補強板設置後に行うこと。

新設中詰めコンクリート打設孔詳細図

P1

5 5 0 5 5 0

5 5 0

5
5
0

A1

P1

P2 P3

P4

A2

新設中詰めコンクリート打設孔

配置図 S= 1/400

路線-河川名等

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

縮　　　尺

会　社　名

A s舗装版破砕- A s舗装敷設

t =  3 0  m m

掘削-埋め戻し

平 面 図

土　工
1 9 5 0

1
9
5
0

5
5
0

7
0
0

7
0
0

φ
9
5
0

5
0
0

5
0
0

A s舗装 切断

t =  3 0  m m

B -  B

平 面 図

(スタッド間隔)

1 4 0

C -  C

2
8
0

1 4 0

2
8
0

3 0°

1
2
0
°

1
2
5

B B

C C
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図　示 図面番号

可児市役所　建設部　土木課

φ4 0 6 . 4

2 0 3 . 2 2 0 3 . 2

2 0 20

75 7 5

20 20

φ 1 5 0

φ 3 4 0

φ 3 0 0

φ 1 9 0

6

6

6

9

φ 1 5 0

φ
1
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S=1/ 20

3 0°

 1 - P L  φ 3 0 0  x  9 ( S M 4 0 0 A )

4
7
0

C 2

C 1

正 面 図 側 面 図S=1 /40 S =1/40

S=1 /40

A -  A

平 面 図

S=1/40

正 面 図

平 面 図 S= 1 /4 0鉄筋加工図

長さ

(m m )
符号 径

1本当りの質量

(k g / m ) ( k g )

単位質量
本数

( k g )

質量
備考

6

D 1 3

合計 kg鉄筋質量 （SD 3 4 5）

鉄筋質量表
1橋脚当り

C1

C 2

D 1 9

D 1 3

1 2 2 . 2 5

0 . 9 9 5

D 1 9 kg

kg

1
5
-
D
 
=
 
2
8
5

φ 2 9

補強アンカー

< D 1 9 ( S D 3 4 5 ) >

C1

エポキシ樹脂充填

既設フーチング

コンクリート削孔

φ2 9 x 2 8 5

補強アンカー詳細図 S =1 / 10

1 2 0

φ
1
6

スタッド溶接

<現場溶接>

既設橋脚

S =1/10スタッド詳細図

新設根巻きコンクリート詳細図

(補強アンカー間隔)

(スタッド間隔)

1 2  x  1 0 6 . 4  =  1 2 7 6 . 7

下切歩道橋 P 2橋脚基部補強詳細図（その1）
P2  橋 脚P2 橋 脚

下切 歩道橋

市道 63  号線

可児市　下切　地内

P2橋脚基部補強詳細図(その1)

5

3
0
0

φ 4 0 6 . 4

(現場孔明け：φ15 0 )

2 0 3 . 22 0 3 . 2

(σ c k = 1 8 N / m m 2 )

A A

4
9
9
5

2
2

2
4
7
8

新設中詰めコンクリート打設孔

新設中詰めコンクリート

注記)

 1 .  製作及び施工に際しては、現場計測を行ない、

　 また、アンカー削孔の際には、鉄筋を損傷させないように

　 アンカー孔の配置を調整すること。

 2 .アンカー削孔は、鉄筋探査を十分に行ない、

　 事前に既設鉄筋位置を確認の上で行うこと。

 　 既設の形状を確認のうえ実施すること。

 4 .既設アンカー及びフーチングの形状は推定であるため、

　 施工時に確認を行うこと。

 3 .新設中詰めコンクリート打設孔の孔明けは、補強板設置後に行うこと。

新設中詰めコンクリート打設孔詳細図

中詰めコンクリート打設孔

(現場孔明け：φ1 5 0 )

既設根巻きコンクリート撤去

新設根巻きコンクリート復旧
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(σc k = 1 8 N / m m 2 )

新設中詰めコンクリート

φ4 0 6 . 4

6 . 4 6 . 4φ3 9 3 . 6

6 . 49

 1 - P L  φ3 4 0  x  9 ( S M 4 0 0 A ) <内径:φ1 9 0 >

補強アンカー

<D 1 9 ( S D 3 4 5 ) >
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2
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<3 6 -φ 1 6 x 1 2 0 ( S S 4 0 0 ) >

6
5
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2
5
0

1
5
0
1
5
01

0
0

チッピング

(根巻きコンクリート接触面)

1 0 0 1 0 0

8
6
0

1 2  -  D 1 9  x   8 6 0  ( S D 3 4 5 )

8 6 0 1 . 9 4 23

23

1 2  x  2 3 5 . 6  =  2 8 2 7 . 4

φ
9 3
2

1 4 6 4

1 4 6 4

 6  -  D 1 3  x  1 9 4 0  ( S D 3 4 5 )
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12
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7
0
0
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P2 P3

P4
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新設中詰めコンクリート打設孔

配置図 S=1 /400

路線-河川名等

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

縮　　　尺

会　社　名
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下切歩道橋 P2橋脚 基部補強詳細図（その2）

図　示

路線-河川名等

業務名/工事名

図面番号

市道 6 3  号 線

下切  歩道橋

P 2橋脚  基部補強 詳細図（そ の2）

6

施工箇所名

図面の種類

縮　　　尺

会　社　名

可児市　下切　地内

可児市役所　建設部　土木課

P2 P3

1 56.7 84 3.3

1 56.7 84 3.3
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8 2 . 4 7 60. 9

1.製作及び施工に際しては、現場計測を行ない、

注 記）

　既設の形状を確認のうえ実施すること。

2.*  印部材は溶融亜鉛メッキを施すものとする。

　 付着量は、JIS  H 864 1

　　新設排水管等：HDZ5 5

　　普通ボルト類：HDZ3 5　とする。
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既設 排水桝 既設 排水桝
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取付金具 復旧

既設再利用材

（ボルトのみ新設）

取付金具S1 設置

バンド；既設再利用材

ピース-ボルト；新設材

取付金具B2 設置

(新設材)

取付金具B1 設置

(新設材)

〈1組当り材料〉

 2 - PL 60 x  4. 5 *  29 6 (S S40 0) [既設再利用材]

取付金具 撤去-復旧 =  3 組
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 1 - F B 1 00 x  6 *  77 (SS4 00)  

 4 - B N M 12 x  40  <2 -W付> (SS 400 )*

 2 - 本体打込み式アンカーボルト M1 2 (S S40 0)*

 2 - B T M 12 *  30  [1 -W, 1-SW付] ( SS4 00)*

*
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*

*

〈1組当り材料〉
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取付金具 S1 設置 =  1 組

 1 -  PL  60  x 4 .5 *  74 (SM4 00A ) [新設材]

 2 -  BN  M1 2 x 40 <2- W付> ( SS4 00)  [新設材]*
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詳 細 図 S =  1 /  1 2
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現 況 図 S = 1 /  40

既設 排水装置
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正 面 図
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側 面 図
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下切歩道橋 P2橋脚 基部補強詳細図（その3）

図　示

路線-河川名等

業務名/工事名

図面番号

市道 63  号線

下切 歩道橋

P 2橋脚  基部補強 詳細図（そ の3）

7

施工箇所名

図面の種類

縮　　　尺

会　社　名

可児市　下切　地内

可児市役所　建設部　土木課
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A s舗装版破砕

t = 3 0 mm

掘削-埋め戻し

1.製作及び施工に際しては、現場計測を行ない、

注 記）

　既設の形状を確認のうえ実施すること。

2.*  印部材は溶融亜鉛メッキを施すものとする。

　 付着量は、JIS  H 8641

　　新設排水管等：HDZ55

　　普通ボルト類：HDZ35　とする。

As舗装 切断

t = 30 mm
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取付金具 一時撤去

再利用
（ボルトのみ発生材）

バンド 一時撤去（再利用）

ピース 切断撤去
（ピース-ボルトは発生材）

φ101.6 φ10 1.6

〈1組当り材料〉

排水管 撤去（発生材） = 1  組

 1  - Pipe  90 A x  43 69 ( SGP ) 

 1  - Pipe  90 A x   1 89 ( SGP ) 

 1 -  PL  60 x 4 .5 * 74  (S S40 0) 

 8 -  BN  M12  x 40 (SS4 00)

3
0
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φ130. 84. 5 4 .5

詳 細 図 S = 1 / 12

排水管 継ぎ手部
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〈1組当り材料〉

 1 - Pi pe 125 A x  150  (S GP)  

新設 排水管 D1 = 1  組

 1 - Pi pe 90A  x  378  (S GP)  

 1 - Pi pe 90A  x  393  (S GP)  *

 1 - Co nn- PL φ160 x 1 2 ( SM40 0A)  [N et= 0.59 ]

*

 1 - Pi pe 90A  x 1278  (S GP)  

*

*

*

〈1組当り材料〉

 2 - Pi pe 125 A x  150  (S GP)  

新設 排水管 D2 = 1  組

 1 - Pi pe 90A  x 1275  (S GP)  

 1 - Pi pe 90A  x 1105  (S GP)  *

 2 - Co nn- PL φ160 x 1 2 ( SM40 0A)  [N et= 0.59 ]

*

 1 - Pi pe 90A  x  435  (S GP)  

*
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*

〈1組当り材料〉

 1 - Pi pe 125 A x  150  (S GP)  

新設 排水管 D3 = 1  組

 1 - Pi pe 90A  x 1259  (S GP)  

 1 - Pi pe 90A  x  564  (S GP)  *

 1 - Co nn- PL φ160 x 1 2 ( SM40 0A)  [N et= 0.59 ]

*

 1 - Pi pe 90A  x  731  (S GP)  

*

*

*
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新設 排水管 D2
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詳 細 図 S = 1 / 30

新設 排水管 D3
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新設 排水管 D1
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 1  - Pipe  80 A x   3 37 ( SGP ) 

 1  - Pipe  80 A x   3 26 ( SGP ) 

 1  - Pipe  80 A x  11 60 ( SGP ) 

 1  - Pipe  80 A x   4 31 ( SGP ) 
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令和７年度　下切歩道橋耐震補強工事



下切歩道橋 P2橋脚 落橋防止装置詳細図（その1）

図　示

路線-河川名等

業務名/工事名

図面番号

市道 63  号線

下切 歩道橋

P 2橋脚  落橋防止装 置詳細図（ その1）

8

施工箇所名

図面の種類

縮　　　尺

会　社　名

可児市　下切　地内

可児市役所　建設部　土木課

P2 P 3

側 面 図

P 2  橋 脚

1.製作及び施工に際しては、現場計測を行ない、

注 記）

 既設の形状を確認のうえ実施すること。
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令和７年度　下切歩道橋耐震補強工事



下切歩道橋 P2橋脚 落橋防止装置詳細図（その2）

図　示

路線-河川名等

業務名/工事名

図面番号

市道 63  号線

下切 歩道橋

P 2橋脚  落橋防止装 置詳細図（ その2）

9

施工箇所名

図面の種類

縮　　　尺

会　社　名

可児市　下切　地内

可児市役所　建設部　土木課
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詳 細 図 S  = 1 / 12

連結板-2-橋脚補強リブ

〈1組当り材料〉

 1 - C onn -PL 300  x 16 x 29 7 ( SM4 00A)  [N et= 0.75 ]

連結板-2-橋脚補強リブ = 1 組

 2 - S tif f-PL  φ14 0 x  9 ( SM4 00A )

 1 - F lg- PL 3 17 x 1 6 x  646  (S M40 0A) [Ne t=0 .45]

 1 - T op- PL 1 46 x 1 6 x  300  (S M40 0A) [Ne t=0 .61]

120 2 1.8

1 .製作及び施工に際しては、現場計測を行ない、

注 記）

　既設の形状を確認のうえ実施すること。

2.特記なきスカーラップは全てR35とする。

3.* 印部材は溶融亜鉛メッキを施すものとする。

　 付着量は、JIS H 86 41

　　普通ボルト類：HDZ35　とする。

4.現場孔明け径は、φ24.5とする。

〈1組当り材料〉

 1 - B ase -PL  170  x 22 x 30 0 ( SM4 00A)

連結板-1 =  1 組

 2 - C onn -PL  140  x 16 x 19 8 ( SM4 00A)  [N et= 0.9 2]

 1 - B N M 48 x 17 0 < 2-W付> (S S40 0)

 1 - 割りピン φ8 x 80 (SWR M8)

*

 4 - T CB M22  x 8 0 ( S10 T)

〈1組当り材料〉

 1 - Web -PL 350  x 22 x  18 15 (SM4 00A ) [ Net =0.6 5]

横　梁 = 1 組

 1  - Flg -PL 200  x 22 x  17 85 (SM4 00A ) [ Net =0.6 8]

 1  - Flg -PL 100  x 22 x  17 85 (SM4 00A )

 3  - Rib -PL 185  x 22 x  12 6 ( SM40 0A)  [N et= 0.81 ]

 4  - Sti ff-P L 8 5 x  22 x 1 26 (SM4 00A )

 8  - TCB  M22  x 75 (S10 T)

令和７年度　下切歩道橋耐震補強工事



図　示 図面番号

可児市役所　建設部　土木課
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正 面 図 側 面 図S=1 /40 S =1/40
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A -  A

平 面 図

S=1/40

正 面 図

平 面 図 S= 1 /4 0鉄筋加工図

長さ

(m m )
符号 径

1本当りの質量

(k g / m ) ( k g )

単位質量
本数

( k g )

質量
備考

6

D 1 3

合計 kg鉄筋質量 （S D 3 4 5）

鉄筋質量表
1橋脚当り

C1

C2

D 1 9

D 1 3

1 2 2 . 2 5

0 . 9 9 5

D 1 9 kg

kg

1
5
-
D
 
=
 
2
8
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φ 2 9

補強アンカー

< D 1 9 ( S D 3 4 5 ) >

C1

エポキシ樹脂充填

既設フーチング

コンクリート削孔

φ2 9 x 2 8 5

補強アンカー詳細図 S =1 / 10

1 2 0

φ
1
6

スタッド溶接

<現場溶接>

既設橋脚

S =1/10スタッド詳細図

新設根巻きコンクリート詳細図

(補強アンカー間隔)

(スタッド間隔)

1 2  x  1 0 6 . 4  =  1 2 7 6 . 7

下切 歩道橋

市道 63  号線

可児市　下切　地内

注記)

 1 .  製作及び施工に際しては、現場計測を行ない、

　 また、アンカー削孔の際には、鉄筋を損傷させないように

　 アンカー孔の配置を調整すること。

 2 .アンカー削孔は、鉄筋探査を十分に行ない、

　 事前に既設鉄筋位置を確認の上で行うこと。

 　 既設の形状を確認のうえ実施すること。

 4 .既設アンカー及びフーチングの形状は推定であるため、

　 施工時に確認を行うこと。

 3 .新設中詰めコンクリート打設孔の孔明けは、補強板設置後に行うこと。

新設中詰めコンクリート打設孔詳細図
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配置図 S=1 /400

路線-河川名等

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

縮　　　尺

会　社　名

令和７年度　下切歩道橋耐震補強工事



下切歩道橋 P3橋脚 基部補強詳細図（その2）

図　示

路線-河川名等

業務名/工事名

図面番号

市道 6 3  号 線

下切  歩道橋

P 3橋脚  基部補強 詳細図（そ の2）
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施工箇所名

図面の種類

縮　　　尺

会　社　名

可児市　下切　地内

可児市役所　建設部　土木課
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既設 排水桝

取付金具B2 設置

(新設材)

既設 排水桝

取付金具B3 設置

(新設材)

排水管 復旧

D4(新設材)

排水管 復旧

D5(新設材)

排水管 復旧

D6(新設材)

取付金具C1 設置

(新設材)

取付金具S1 設置

バンド；既設再利用材

ピース-ボルト；新設材

6
5
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1
0
5
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3 0 3 01 81. 6

35.5 35. 51 10. 6
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詳 細 図 S = 1 / 1 2

取付金具 S1

孔φ14

φ
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4.5

4 . 5

6 0.874. 2

3 044. 2

4
.
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φ406 .4

詳 細 図 S = 1 / 1 2

取付金具 C1

233 .6

30 30173 .6

30 30113 .6

1 40

φ
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1 .
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R5 5
0

20 0

100 1 00

4 0 4012 0
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0
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孔φ14

5
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2
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長孔 14*3 0

Con n側

孔φ14

Ba nd側

56. 877 .26

3 047. 2

1 6.9

6

〈1組当り材料〉

 2 -  PL 60 x 4 .5 *  29 6 ( SS40 0) [既設再利用材]

取付金具 S1  設置 = 4 組

 1 -  PL 60 x 4 .5 *   7 4 ( SM40 0A)  [新設材]

 2 -  BN M12  x 40 < 2-W付> ( SS40 0) [新設材]*

〈1組当り材料〉

 2 -  FB  10 0 x  6 *  28 4 ( SS40 0) 

取付金具 C1 設置（新設材） = 1 組

 1 -  FB  10 0 x  6 *   7 7 ( SS40 0) 

 4 -  BN  M1 2 x  40 <2- W付> (SS4 00)*

 2 -  本体打込み式アンカーボルト M12  (S S400 )*

 2 -  BT  M1 2 *  30 [1- W,1 -SW付] (S S40 0)*

*

 1 -  FB  10 0 x  6 *  20 0 ( SS40 0) 

*

*

1.製作及び施工に際しては、現場計測を行ない、

注 記）

　既設の形状を確認のうえ実施すること。

2.*  印部材は溶融亜鉛メッキを施すものとする。

　 付着量は、JIS  H 8 641

　　新設排水管等：HDZ55

　　普通ボルト類：HDZ35　とする。

〈1組当り材料〉

 2 - F B 1 00 x 6 * 2 84 (SS 400)  

取付金具 B2 設置（新設材） = 1 組

 1  - F B 1 00 x 6 * 2 79 (SS 400)  

 4  - B N M 12 x 45  <2 -W付> (SS 400 )*

*

 1  - F B 1 00 x 6 * 1 90 (SS 400)  

*

*

 4  - B N M 12 x 40  <2 -W付> (SS 400 )*

〈1組当り材料〉

 2 - FB  10 0 x  6 * 28 4 ( SS4 00) 

取付金具 B3 設置（新設材） = 1 組

 1 - FB  10 0 x  6 * 29 6 ( SS4 00) 

 4 - BN  M1 2 x  45  <2- W付> (SS4 00)*

*

 1 - FB  10 0 x  6 * 19 0 ( SS4 00) 

*

*

 4 - BN  M1 2 x  40  <2- W付> (SS4 00)*

4
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詳 細 図 S = 1  / 12
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令和７年度　下切歩道橋耐震補強工事



下切歩道橋 P3橋脚 基部補強詳細図（その3）

図　示

路線-河川名等

業務名/工事名

図面番号

市道 63  号線

下切 歩道橋

P 3橋脚  基部補強 詳細図（そ の3）

12

施工箇所名

図面の種類

縮　　　尺

会　社　名

可児市　下切　地内

可児市役所　建設部　土木課

現 況 図 S =  1 / 40

既設 排水装置
P3P2

側 面 図

P3 橋 脚
830 2 70

CL

5
4
3
0

4
3
5

4
9
9
5

9
7
5

1
1
6
0

1
1
6
0

1
1
6
0

5
4
0

8
0
0

5
0

4
1
9
0

3
9
0

2
2
0

φ406 .4

70 0

φ406. 4
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撤 去 図 S  =  1  /  4 0

既設 排水装置

b - b
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a  -  a
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バンド 一時撤去（再利用）

ピース 切断撤去
（ピース-ボルトは発生材）

φ101 .6

φ406. 4

平 面 図

主桁下面

830

P3P2

a

a

2 70

φ
40
6.
4

13
5

4
5
ﾟ

b

b

C
L

1
6
2
5

2
5
0
.
7

2
5
0
.
7

8
0
1

3
2
2
.
7

2
3
9
.
1

2 3 9 .1

9
9
5
.
3

602.8

平 面 図

橋脚基部

2 39.1

P3P2

φ
40
6 .
4

1 3
5

2
3
9
.
1

4
5
ﾟ

C
L

70 0

7
0
0

1 .製作及び施工に際しては、現場計測を行ない、

注 記）

　既設の形状を確認のうえ実施すること。

2.* 印部材は溶融亜鉛メッキを施すものとする。

　 付着量は、JIS H 8 641

　　新設排水管等：HDZ55

　　普通ボルト類：HDZ35　とする。

〈1組当り材料〉

 1 -  Pi pe 80A x  492  (SG P) 

排水管 撤去（発生材） = 1 組

 1 -  Pi pe 80A x  491  (SG P) 

 1 -  Pi pe 80A x 1 039  (SG P) 

 1 -  Pi pe 80A x  646  (SG P) 

 1 -  Pi pe 90A x 4 219  (SG P) 

 1 -  Pi pe 90A x  189  (SG P) 

 1 -  PL  60  x 4.5 * 7 4 ( SS40 0) 

 8 -  BN  M1 2 x  40 (SS 400 )

バンド 一時撤去（再利用）

ピース 残置
（ボルトのみ発生材）

φ
8
9
.
1

φ
8
9
.
1

8 12.5 8 12. 5

正 面 図

P3 橋 脚
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詳 細 図 S = 1 / 30

新設 排水管 D4

φ139. 8φ139. 8

詳 細 図 S = 1  / 3 0

新設 排水管 D5
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詳 細 図 S = 1 / 30

新設 排水管 D6

φ139.8

φ13 0.84.5 4. 5

詳 細 図 S = 1 / 12

排水管 継ぎ手部
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〈1組当り材料〉

 1 -  Pip e 1 25A  x 1 50 (SG P) 

新設 排水管 D6 =  1 組

 1 -  Pip e 9 0A x 10 99 (SG P) 

 1 -  Pip e 9 0A x  6 70 (SG P) *

 1 -  Con n-P L φ160 x  12  (S M400 A) [Ne t=0. 59]

*

 1 -  Pip e 9 0A x  7 31 (SG P) 

*

*

*

 1 -  Pip e 9 0A x  4 46 (SG P) *

〈1組当り材料〉

 2 -  Pip e 1 25A  x 1 50 (SG P) 

新設 排水管 D5 =  1 組

 1 -  Pip e 9 0A x  3 72 (SG P) 

 1 -  Pip e 9 0A x 15 95 (SG P) *

 2 -  Con n-P L φ160 x  12  (S M400 A) [Ne t=0. 59]

*

 1 -  Pip e 9 0A x 14 33 (SG P) 

*

*

*

〈1組当り材料〉

 1 -  Pip e 1 25A  x 1 50 (SG P) 

新設 排水管 D4 =  1 組

 1 -  Pip e 9 0A x  3 84 (SG P) 

 1 -  Pip e 9 0A x  3 69 (SG P) *

 1 -  Con n-P L φ160 x  12  (S M400 A) [Ne t=0. 59]

*

 1 -  Pip e 9 0A x  8 70 (SG P) 

*

*

*

令和７年度　下切歩道橋耐震補強工事



側 面 図

G2  桁

下切歩道橋 P3橋脚 落橋防止装置詳細図（その1）

図　示

路線-河川名等

業務名/工事名

図面番号

市道 63  号線

下切 横断歩道橋

P 3橋脚  落橋防止装 置詳細図（ その1）

13

施工箇所名

図面の種類

縮　　　尺

会　社　名

可児市　下切　地内

可児市役所　建設部　土木課

取 付 図 S = 1 / 20

落橋防止装置

P3P2

側 面 図

P3  橋 脚

φ406.4
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1.製作及び施工に際しては、現場計測を行ない、

注 記）

 既設の形状を確認のうえ実施すること。
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令和７年度　下切歩道橋耐震補強工事



下切歩道橋 P3橋脚 落橋防止装置詳細図（その2）

図　示

路線-河川名等

業務名/工事名

図面番号

市道 63  号線

下切歩道橋

P 3橋脚  落橋防止装 置詳細図（ その2）

14

施工箇所名

図面の種類

縮　　　尺

会　社　名

可児市　下切　地内

可児市役所　建設部　土木課
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詳 細 図 S = 1 / 12
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詳 細 図 S  =  1 / 12
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〈1組当り材料〉

 1 - Co nn- PL 300  x 1 6 x  29 7 (S M40 0A)  [Ne t=0 .75 ]

連結板-2 -橋脚補強リブ = 1 組

 2 - St iff -PL  φ140  x 9 ( SM40 0A)

 1 - Fl g-P L 3 17 x 16  x 646  (SM 400 A) [Net =0. 45]

 1 - To p-P L 1 28 x 16  x 300  (SM 400 A) [Net =0. 71]
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詳 細 図 S  =  1  / 12
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〈1組当り材料〉

 1 -  We b-PL  35 0 x  22 x 1 815  (S M400 A) [Ne t=0. 65]

横　梁 =  1 組

 1 -  Fl g-PL  20 0 x  22 x 1 785  (S M400 A) [Ne t=0. 68]

 1 -  Fl g-PL  10 0 x  22 x 1 785  (S M400 A)

 3 - R ib- PL 1 85 x 2 2 x  126  (S M40 0A) [Ne t=0 .81]

 4 - S tif f-PL  85  x 22 x 12 6 ( SM4 00A)

 8 - T CB M22 x 7 5 ( S10 T)

1.製作及び施工に際しては、現場計測を行ない、

注 記）

　既設の形状を確認のうえ実施すること。

2.特記なきスカーラップは全てR35とする。

3.*  印部材は溶融亜鉛メッキを施すものとする。

　 付着量は、JIS  H 8641

　　普通ボルト類：HDZ35　とする。

4.現場孔明け径は、φ24. 5とする。

〈1組当り材料〉

 1 - B ase -PL  17 0 x 22 x 3 00 ( SM4 00A )

連結板-1 =  1 組

 2  - C onn -PL  14 0 x 16 x 1 98 ( SM4 00A ) [N et= 0.9 2]

 1  - B N M 48 x 1 70 < 2-W付> (S S40 0)

 1  - 割りピン φ8 x 80 (SW RM8)

*

 4  - T CB M22  x 80 ( S10 T)

令和７年度　下切歩道橋耐震補強工事



図　示 図面番号

可児市役所　建設部　土木課

9 10

φ
1
5
0

S =1/20

 1 - P L  φ2 3 0  x  9 ( S M 4 0 0 A )

正 面 図 側 面 図S=1 /40 S =1/40

S=1/40

正 面 図

平 面 図 S= 1 /4 0鉄筋加工図

長さ

( m m )
符号 径

1本当りの質量

( k g / m ) ( k g )

単位質量
本数

(k g )

質量
備考

6

D 1 3

合計 kg鉄筋質量 （S D 3 4 5）

鉄筋質量表
1橋脚当り

C1

C2 D 1 3 0 . 9 9 5

k g

k g

補強アンカーC1

エポキシ樹脂充填

既設フーチング

コンクリート削孔

補強アンカー詳細図 S =1 / 10

1 2 0

φ
1
6

スタッド溶接

<現場溶接>

既設橋脚

S=1/10スタッド詳細図

新設根巻きコンクリート詳細図

下切歩道橋

市道 63  号線

可児市　下切　地内

S=1 /40

A -  A

平 面 図

φ2 6 7 . 4

6 6φ2 5 5 . 4

φ 4 5 0 (ベース寸法)

(σ c k = 1 8 N / m m 2 )

61 3 3 . 7 1 3 3 . 7

φ2 6 7 . 4

3
4
0

7
5

7
5

φ
1
9
0

(
孔

径
)

φ 2 8 7 . 4

10 10φ2 6 7 . 4

2 0 20

20 20

φ 2 3 0

φ 1 9 0

φ 1 5 0

φ 1 5 0

4 5 1 . 4

 1 - P L  3 4 0  x  1 0  x  4 5 2 ( S M 4 0 0 A ) <孔径:φ19 0 >

6

6

6

φ 9 5 0

1 0 0 1 0 0

3 4 1 . 3 3 4 1 . 3

φ 7 5 0

φ 2 6 7 . 4

5
5
0

1
0
0
1
7
5

1
7
5
1
0
0

2
4
0

補強アンカーC1

< D 1 6 ( S D 3 4 5 ) >

C 2 D 1 3
1 0 0 1 0 0

5
5
0

2
0
0
1
2
5

1
0
0

スタッド

<2 0 -φ 1 6 x 1 2 0 ( S S 4 0 0 ) >

チッピング

(根巻きコンクリート接触面)

φ4 5 0 (ベース寸法)

根巻きコンクリート

(σck = 2 1 N / m m 2 )

(スタッド間隔)

8  x  1 0 5 . 0  =  8 4 0 . 1

4 5
°

(補強アンカー間隔)

8  x  2 9 4 . 5  =  2 3 5 6 . 2

φ
7 7
9

1 2 2 4

1 2 2 4

4
7
0

C 2

C 1  8  -  D 1 6  x   7 2 0  ( S D 3 4 5 )

7
2
0

7
0

4
8
0

 6  -  D 1 3  x  1 7 0 0  ( S D 3 4 5 )

D 1 6 7 2 0  8 1 . 5 6

1 7 0 0

1 . 1 2  9

1 . 6 9 1 0

D 1 6

1 9

 9

1 0

< D 1 6 ( S D 3 4 5 ) >

1
5
-
D
 
=
 
2
4
0

φ 2 6

φ2 6 x 2 4 0

注記)

 1 .  製作及び施工に際しては、現場計測を行ない、

　 また、アンカー削孔の際には、鉄筋を損傷させないように

　 アンカー孔の配置を調整すること。

 2 .アンカー削孔は、鉄筋探査を十分に行ない、

　 事前に既設鉄筋位置を確認の上で行うこと。

 　 既設の形状を確認のうえ実施すること。

新設中詰めコンクリート

 3 .新設中詰めコンクリート打設孔の孔明けは、補強板設置後に行うこと。

新設中詰めコンクリート打設孔詳細図

5 5 0

5
5
0

1 5

P4橋脚基部補強詳細図

下切歩道橋 P 4橋脚基部補強詳細図

P4  橋 脚P4 橋 脚
2
5
6
4

2
2

1
1
7
8

3
0
0

( 現場孔明け：φ15 0 )

(σ c k = 1 8 N / m m 2 )

A A

既設根巻きコンクリート撤去

新設根巻きコンクリート復旧

6 6

1 3 3 . 7 1 3 3 . 7

φ2 6 7 . 4

φ2 5 5 . 4

新設中詰めコンクリート打設孔

新設中詰めコンクリート

(現場孔明け：φ1 5 0 )

新設中詰めコンクリート打設孔

2
5
6
4

3
0
0

1
2
0
0
(
新

設
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詰
め

コ
ン
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リ

ー
ト

)

1
2
0
0
(
新

設
中

詰
め

コ
ン

ク
リ

ー
ト

)

1
7
0

1
7
0

9
3

1
3
6

1 3 0 0

5 5 0

1 3 0 0

5 5 0

P4 A2P 3P4

A1

P1

P2 P3

P4

A2

新設中詰めコンクリート打設孔

配置図 S= 1/400

1 3 0 0

 4 .既設アンカーの形状は推定であるため、施工時に確認を行うこと。

路線-河川名等

業務名/工事名

施工箇所名

図面の種類

縮　　　尺

会　社　名

B -  B

平 面 図

(スタッド間隔)

1 4 0

C -  C

2
8
0

1 4 0

2
8
0

3 0°

1
2
0
°

B

C

B

C 1
2
5
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